




















この研究は，2013年 6月に開催された International Conference on Physical Education and Sport
Science(フランス・パリ)，8月に開催された日本体育学会(立命館大学)において研究成果を発表した．ま
た，全国誌であるスポーツ教育学研究第 65 号に原著論文として掲載が決定しており，広く教育関係者，
現場の教員に示している．
【課題Ⅱ】「形骸模倣」から「オリジナル模倣」に移行するための指導法
課題Ⅰから明らかになった結果を受けて，「形骸模倣」から「オリジナル模倣」へ移行するための指導
法を検討した．方法は，3つの模倣の特徴を整理し違いを明確にした上で，オリジナル模倣に移行するた
めの観点を導き出し，実践した．指導なしの活動から指導を加えることにより，3つの模倣の動きがどの
ように変化したのかを明らかにし，指導内容と模倣の動きが変化したタイミングを合わせて考察した．
課題Ⅱに関しては現在分析中であり，今後成果をまとめていく所存である．
課題Ⅰ
模
倣
の
種
類
・身体の部分で真似
・外的な特徴の再現
・行為全体のぼんやりとした輪郭の真似
・内的な意味を理解していない
・形態の特徴の誇張
・記憶しあたため再現
・身体全体で表現
・形態を超えた動き
・イメージを呼び起こし独自の動きで表現
・対象を意識的に変形して表現
形骸模倣
オリジナル模倣
誇張模倣
・身体の細部までこだわる（指の先，髪
の毛，目線）
・題材の特徴を想起させる
・特徴を大げさにさせる
・題材から連想される内的イメー
ジを引き出す（水浴びして気持
ちいい，怒っているゾウ等）
・表したい特徴を身体全体でデフォルメ
課題Ⅱ
指導法
＜図 1 本研究全体のまとめ＞
まとめ
本研究全体のまとめは図 1の通りである．
本研究では，2つの課題から小学校低学年の表現遊びにおける指導法を明らかにすることを目的とした．
小学校低学年の動物や乗り物になりきるということから「模倣」に着目し，模倣の動きを 3 つの観点で
分類することができた．現在まで表現の動きを質的に分類した先行研究はほとんどなく，動きをみる際
の手がかりとして提示することができた．
また，3つの模倣の種類を明らかにした上で，個性のある「オリジナル模倣」に移行するための指導法
を 3 つの模倣の違いを検討し，その指導法を実践した．現在は実践した段階で分析中であるため，今後
とも研究を継続していく所存である．
